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日本交通心理学会創立 50周年・第 90回記念千葉大会のご案内 

－２号通信－ 

 

暑さ厳しき折から、会員の皆様には益々お元気でご活躍のことと思います。 

さて、日本交通心理学会創立50周年･第90回記念千葉大会のプログラムが決まりましたの

で、ご案内いたします。大会の参加申込みは7月21日までになります。 

 

記 

１．大会会期・会場 

会 期： 2025 年 8 月 1 日（金）～ 3 日（日）の 3 日間 

※ 受付は 1 日の正午（午後 0 時）を予定しています。 

 共 催：（一社）運転と作業療法学会 

 後 援：内閣府 

警察庁 

     (一社）全日本指定自動車教習所協会連合会 

（一社） 千葉県指定自動車教習所協会 

（一社） 千葉県トラック協会 

（一社） 千葉県作業療法士会 

会 場：京成ホテルミラマーレ 6 階ローズルーム 

（〒260-0014 千葉市中央区本千葉町15番1号 http://www.miramare.co.jp/） 

     「京成千葉線」千葉中央駅直結  

 懇親会：8 月 2 日（土）18 時より 京成ホテルミラマーレ 6 階ローズルーム 

 交 通：【徒歩】 

     ・京成線千葉中央駅直結 

     ・JR千葉駅、京成線千葉駅より8分 

      【電車・バス】 

  ・JR東京駅から  JR千葉駅まで総武線快速(40分) 

               ➡京成線千葉中央駅まで1分 
  
 

http://www.miramare.co.jp/


  ・京成上野駅から  京成線特急(35分)➡京成津田沼駅乗換え 

               ➡京成線千葉中央駅まで17分 

     ・成田空港から  京成線(38分)➡京成津田沼駅乗換え 

               ➡京成線千葉中央駅まで17分 

             ＊成田空港リムジンバスは、現在運休中です 
 

・羽田空港から  空港高速バスで60分～80分(直通) 

＊京成線をご利用される場合のご注意 

必ず「京成本線経由」にご乗車ください。 

「成田スカイアクセス線・北総線」経由の電車は、京成津田沼駅を経由いたしませ

ん。詳しくは☛こちらをご覧ください。 

 

【車】 

駐車場：会場の駐車場は３か所合計約 200 台までです。 

駐車場ご利用料金は、1 時間 400 円、会議・宴会利用で 3 時間無料、宿泊者

１日/1,100 円(正午~翌日正午まで) 満車になる場合がありますのであらかじ

め御了承ください。 

詳しいアクセスは、京成ホテルミラマーレホームページでご確認ください。 

宿 泊： 大会会場のホテルを含め周辺には、宿泊施設が数多くございます。各自お願い

いたします。 

 

２．参加申し込み 

（1）登録方法 

①大会ホームページ「参加・発表申込」の入力フォームで登録してください。 

②登録締切りは 7 月 21 日（月）です。 

※ 事前申込みへのご協力をお願いいたします。 

（2）大会諸費用 

大会諸費用の表をご覧ください。 

参加費のお支払いは原則、振込のみです。 

7 月 21 日（月）までに、指定する口座にお振込みください。 

※ やむを得ず、当日参加の方は現金で承ります。なお、懇親会の当日参加はできません。 

※ 当日の受付を円滑に進めるために、参加費の振込についても事前支払いにご協力下さい。 

※ 振込控えを当日持参し、提示していただきます。なくさないようお願いいたします。 

受付にて入金確認の上、引換えに領収書をお渡しします。 

【注意事項】 

納入された参加費は、大会当日に欠席されても返金はいたしません。  

大会、懇親会の申込みを行い、当日に欠席された場合は、ご請求いたします。 

台風等の自然災害で欠席の場合も、同様です。予めご了承ください。 

 

 

https://www.keisei.co.jp/keisei/tetudou/railmap/railmap_250401.pdf
http://www.miramare.co.jp/


大会諸費用表 

費目 会員種別 事前振込 当日現金 備考 

大会参加費 

（論文集１部含む） 

正会員・終身会員 10,000 円 11,000 円 

前年度年会費 

納入者 

学生会員 6,000 円 7,000 円 

賛助・購読会員 10,000 円 11,000 円 

非会員（学生） 

非会員（それ以外） 

6,000 円 

11,000 円 

7,000 円 

12,000 円 

論文集 

（追加分） 

会員 

非会員 

2,000 円 

3,000 円 

4,000 円 

5,000 円 

※論文集 1部は 

参加費に含まれて

います。 

懇親会費   8,000 円 

懇親会は当

日参加でき

ません。 

 

振込先 

*前千葉大会での口座を使用しますので、口座名にご注意ください。「日本交通心理士会千葉大会準備委
員会」です。 

※ 手数料は、申し込み者ご負担でお願いします。 

※ 備考欄に、 参加者の氏名と所属を明記してください。 

（団体で一括して振り込む場合も、対象となる全ての各個人名を明記してください） 

 

３．総会 

  大会 2 日目（8 月 2 日）の午後、総会を開催いたします。学会員の方はご参加ください。 

４．懇親会 

  懇親会の参加費は事前振り込みでのお支払いのみとなりますので、ご注意ください。
（＊当日参加はできません） 

キャンセルされる場合は 7 月 21 日までにご連絡ください。 

懇親会日時：2025 年 8 月 2 日（土）18:00～ 

会場：「京成ホテルミラマーレ 6階ローズルーム」 

５．大会までの日程 

  ①研究発表申し込み       4月 30日締切 

  ②発表論文の原稿提出      5月 30日締切 

  ③大会参加申し込み       7月 21日締切 

振込用紙ご  

利用の場合 

 

口座番号 口座名義人 

00110－5－768714 

日本交通心理士会千葉大会準備委員会 

ニホンコウツウシンリシカイチバタイカイジュ

ンビイインカイ 

他行等から  

振込の場合 

 

店名（店番） 預金種目 ・ 口座番号 

〇一九（ゼロイチキュウ）店（019） 当座      0768714 



  ④大会参加費振込        7月 21日締切 

  ⑤大会             8月 １日(金)13:00～17:00 

                   8月 ２日(土)10:00～17:00 懇親会 18:00～ 

                  8月 ３日(日)09:30～12:30(予定) 

 

 

 

 

大会についてのお問合せ     

株式会社京成ドライビングスクール営業企画部内 

日本交通心理学会創立 50 周年・第 90 回記念千葉大会事務局 

担 当：紺野、広津 メール：info@jatp2025.com 
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日本交通心理学会創立 50 周年･第 90 回記念千葉大会プログラム 

【第 1 日目 8月 1 日(金)】 

受付開始 12:00～ 6階ローズルーム 

総合司会 小菅 英恵（公益財団法人交通事故総合分析センター） 

 13:00～13:10 開会宣言：大会会長 藤田 佳男（千葉県立保健医療大学教授） 

        挨  拶：日本交通心理学会会長 蓮花 一己（帝塚山大学名誉教授） 

 13:10～13:20 学会貢献者表彰 

 13:20～15:20 座 談 会：テーマ「歴代会長、交通心理学を語る」 

       司会進行：小菅 英恵（公益財団法人交通事故総合分析センター） 

       話題提供：松浦 常夫（実践女子大学名誉教授） 

            太田 博雄（東北工業大学名誉教授） 

            蓮花 一己（帝塚山大学名誉教授） 

 15:40～17:00 特別講演：「高齢ドライバーの運転行動分析ならびに自動運転時代のドライ

バー課題検討」 

志堂寺 和則（九州大学大学院教授･日本交通心理学会副会長） 

 

【第 2 日目 8月 2 日(土)】 

 受付開始 09:00～ 6階ローズルーム 

 10:00～12:00 研究発表（ポスター）：「（一社）運転と作業療法学会共催」 

 13:30～14:45 特別講演：「高齢運転者と認知機能」 

            三村 將（慶応義塾大学医学部特任教授） 

 15:15～16:45 部会合同シンポジウム：「交通形成者育成のための取組み」 

       司会進行：大谷 亮（一般財団法人日本自動車研究所） 

       話題提供：新戸部 洋輔（教習所部会長･株式会社ムジコクリエイト) 

            谷口 嘉男（学校･家庭部会長･上野自動車学校） 

            貝塚 清士（企業部会長･株式会社ル・エル） 

 17:00～18:00 総  会 

 18:00～20:00 懇 親 会（6階ローズルーム） 

 

【第 3 日目 8月 3 日(日)】 

 受付開始 09:00～ 6階ローズルーム 

 09:30～12:30 シンポジウム：「未来に貢献する交通心理学 -様々な分野とともに-」 

        司会進行：中井 宏（大阪大学大学院准教授） 

       話題提供：赤羽 弘和（千葉工業大学教授） 

            岡村 和子（科学警察研究所） 

藤田 佳男（千葉県立保健医療大学教授） 

            山本 伸一（一般社団法人日本作業療法士協会会長） 

 12:30～12:45 閉 会 式 



研究発表Ⅰ（ポスター）【８月２日(土)ローズルーム C,D】 

第１グループ 10:00～11:00  

 

                                 

① 事故回避不能状況における完全自動運転車の行動   〇北折 充隆 （金城学院大学） 

判断に関する研究(1)-過失のある弱者と無過失の    谷  伊織 （愛知学院大学） 

強者はどちらを救うべきか=              伊藤  倫 （名古屋大学未来社会創造機構） 

                          小嶋 理江 （名古屋大学未来社会創造機構） 

  

② 乗合バスにおける車内事故発生状況と対策の    〇伊藤  輔 （一般財団法人日本自動車研究所） 

検討                        鮭川 佳弘 （一般財団法人日本自動車研究所） 

 

③ 現象学的アプローチに基づく親子の手つなぎ      大谷  亮 （一般財団法人日本自動車研究所） 

不成立と不安全行動の理解   

 

④ 怒りによるクラクションを抑制する実験研究      木村 年晶 （京都橘大学） 

 

⑤ 高齢者の運転自己調節行動に及ぼす属性要因と    〇福井 匠流 （桜美林大学） 

ＱＯＬとの関連                   小菅 英恵 （交通事故総合分析センター） 

                                                    山村  豊 （桜美林大学） 

 

⑥ 自転車と自動車の運転行動に共通する心理要因に   〇谷口 嘉男 （上野自動車学校） 

関する縦断的研究(3)-自動車学校入校時の自転車        谷口 俊治 （名古屋大学未来社会創造機構） 

運転行動と卒業１年後の自動車運転行動の比較-     柏原 寿和 （上野自動車学校） 

 

⑦ 原動機付自転車におけるブレーキあそびと停止距離  〇井上  遼 （早稲田大学人間科学研究科） 

との関連性                     加藤 麻樹 （早稲田大学人間科学学術院） 

 

⑧ 乗用車が右折する際に他車の発見が遅れたときの   〇LIANG ZHEXI（早稲田大学人間科学研究科） 

ドライバによる緊急危険回避行動           加藤 麻樹 （早稲田大学人間科学学術院） 

 

⑨ ヘッドアップディスプレイの情報量が交差点右折時  〇桂 龍之介  （早稲田大学人間科学研究科） 

の運転行動に与える影響               加藤 麻樹 （早稲田大学人間科学学術院） 

 

⑩ 鉄道車内非常ボタン使用の判断に影響する認知と   〇岡本 満喜子（関西大学） 

責任意識                                            岡田 小雪 （無所属） 

 

⑪ 左アクセルペダルを使用する運転者に対する指導の  〇生田 純一 （農協共済中伊豆リハビリテーショ

実態調査-指定自動車教習所に対するＷｅｂ調査-           ンセンター） 

                           藤田 佳男 （千葉県立保健医療大学） 

                          小倉 由紀 （千葉県千葉リハビリテーション 

                                 センター） 

                                                    岩城 直幸 （水原自動車学校） 

                          杉山 光一 （有限会社フジオート） 

 

⑫ 歩行中と自転車運転中の交通行動は一貫するのか？   中井  宏 （大阪大学大学院人間科学研究科） 

-日本語版自転車運転行動質問紙･歩行行動質問紙の     

作成- 

 

 



研究発表Ⅱ（ポスター）【８月２日(土)ローズルーム C,D】 

第２グループ 11:00～12:00  

                          

⑬ 確率情報が与えられたトロッコ問題における判断の   菊地  輝 （東北工業大学） 

一貫性 

 

⑭ 運転技能検査を受けた高齢ドライバーの運転状況に  〇小菅  律 （科学警察研究所） 

対する自覚                     岡村 和子 （科学警察研究所） 

                          藤田 悟郎 （科学警察研究所） 

                          中野 友香子（科学警察研究所） 

                          金内 さよ （科学警察研究所） 

                          後藤 瑠衣 （科学警察研究所） 

 

⑮ 親子の安全な歩行行動を促す小集団討議を活用した  〇中野 友香子（科学警察研究所） 

教育的介入の効果検証                金内 さよ （科学警察研究所） 

                          岡村 和子 （科学警察研究所） 

                          小菅  律 （科学警察研究所） 

                          後藤 瑠衣 （科学警察研究所） 

                          藤田 悟郎 （科学警察研究所） 

 

⑯ 高齢ドライバーの先進運転支援システムの評価に   〇森泉 慎吾 （帝塚山大学） 

対する実験的検討                  蓮花 一己 （帝塚山大学） 

                          多田 昌裕 （近畿大学） 

                          中川 寛和 （長浜自動車学校） 

                          中村 清彦 （長浜自動車学校） 

 

⑰ インターネット調査における高齢運転者モニタの   〇藤田 悟郎 （科学警察研究所） 

回答の特徴について                 小菅  律 （科学警察研究所） 

                          岡村 和子 （科学警察研究所） 

                          中野 友香子（科学警察研究所） 

                          金内 さよ （科学警察研究所） 

                          後藤 瑠衣 （科学警察研究所） 

 

⑱ 自転車用ヘルメット着用の努力義務化を受けた    〇名切 末晴 （名古屋大学） 

動向                        谷口 俊治 （名古屋大学） 

                          米川  隆 （名古屋大学） 

                          伊藤  倫 （名古屋大学） 

                          青木 宏文 （名古屋大学） 

 

⑲ 速度超過運転行動の規定因に関する統合モデルの    東  正訓 （追手門学院大学） 

構築(2) 

 

⑳ 高齢ドライバにおける自己認識と実態のギャップが  〇小嶋 理江 （名古屋大学） 

安全運転に及ぼす影響-ＳＱ-ＣＣＤＣによるクラス   荘島 宏二郎（大学入試センター） 

ター分類を用いて-                  米川  隆 （名古屋大学） 

                          青木 宏文 （名古屋大学） 

 

 

 



㉑ 運転技能検査を受けた高齢ドライバーの特徴と    〇岡村 和子 （科学警察研究所） 

受検結果                      小菅  律 （科学警察研究所） 

                          藤田 悟郎 （科学警察研究所） 

                          中野 友香子（科学警察研究所） 

                          金内 さよ （科学警察研究所） 

                          後藤 瑠衣 （科学警察研究所） 

 

㉒ 運転適性診断の開発:タッチパネル式ＴＭＴによる   〇伊藤  倫 （名古屋大学） 

  運転能力予測の検討                 青木 宏文 （名古屋大学） 

                            小嶋 理江 （名古屋大学） 

篠原 一光 （大阪大学） 

                            増田 奈央子（大阪大学） 

                            島崎  敢 （近畿大学） 

                            石松 一真 （滋慶医療科学大学） 

                            河野 直子 （大阪公立大学） 

 

㉓ パーソナリティの各側面が運転態度に及ぼす影響   〇谷  伊織 （愛知学院大学） 

  -混合分布モデルによる検討-             北折 充隆 （金城学院大学） 

                            伊藤  倫 （名古屋大学未来社会創造機構） 

                            小嶋 理江  （名古屋大学未来社会創造機構） 

 

 

日本交通心理学会優秀研究賞（高校生部門/ポスター）【８月２日(土)ローズルーム C,D】 
 

第２グループ 11:00～12:00 

 

① 歩道上で電動キックボードと歩行者がすれ違う際    今野 瑛太 （山形県立酒田西高等学校） 

の適正な離隔距離に関する研究 


